
環境保全・負荷低減

基本的な考え方 　JSRグループは、経営と一体化した環境活動を推進する

ため、レスポンシブル・ケアの基本方針の下、環境目標を

策定しています。環境目標は本社環境統括部門が立案し、

環境安全品質担当役員を委員長とする環境安全品質委員

会で審議・承認したうえ、サステナビリティ推進会議に報

告されます。目標達成に向け、各事業所環境部門が中心

となって環境マネジメントシステム（ISO14001）に則り環

境活動を推進しています。また、最新鋭の設備導入や技術

開発など、積極的な環境対策を進めています。

　JSRグループは以下の取り組みを行っています。

※1 GHG：greenhouse gas（温室効果ガス）
※2 TCFD：金融安定理事会（FSB）によって設立された気候関連財務情報開示
タスクフォースのこと。2017年6月、気候変動リスクが金融機関や企業、政
府などに及ぼす影響を、財務報告において開示することを求める提言を公
表した。

注：環境推進部は2022年4月か
ら環境安全部となりました。

　JSRグループでは、事業活動に伴うエネルギー・資源な

どの使用量（インプット）と製品生産量・環境への排出量、廃

棄物量など（アウトプット）を定量的に把握し、精査すること

により、総合的・効率的に環境負荷の低減に努めています。

　JSRグループは、化学物質を取り扱う企業とし
て、持続可能な地球環境や社会の実現に貢献する
ことが私たちの務めと認識しています。
　そのため、事業活動に伴う環境負荷低減と化学
物質の適正管理を重点課題として捉え、エネル
ギー消費による温室効果ガス排出や廃棄物の適正
管理などに努めています。特に気候変動は、将来
的に自然災害の増加や環境規制によるリスクが事
業に及ぼす影響が大きいと予想されます。このた
め温室効果ガスの排出量削減に関しては特に中長
期的な経営課題として捉えて取り組んでいます。
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気候変動問題を当社の重要課題の一つと捉え、GHG※1排
出量削減に向けた活動などに積極的に取り組んでいます。
こうした中、2020年10月にTCFD※2の提言に賛同し、ま
た、2021年3月には2050年GHG排出「実質ネットゼロ」
を目指し積極的に挑戦していくことを表明しました。
2022年4月にはエラストマー事業の会社分割・譲渡もあ
り、新体制での取り組みを強化するとともに、企業活動に
よる機会・リスクを深く理解し行動し、取り組みの積極的
な開示にも努めます。

水資源は飲料水以外に、製造工程における原料および冷
却水等に使用されています。水資源のプロセス内におけ
る循環利用等に取り組むとともに、使用後は、適切な浄化
処理を施し河川などに排出しています。

廃棄物の3R（Reduce、Reuse、Recycle）等を中心に環
境負荷低減に取り組んでいます。また、原料を調達し製品
をつくる段階からライフサイクルを通して資源を効率的
に使用するサーキュラーエコノミーを推進し、事業活動を
通じて顧客や関連するSDGsにも貢献していきます。

世界各国で化学物質規制が強化されていますが、製品安
全確保の見地から、製品の設計段階より各国の物質リス
ク評価の動向を踏まえた製品開発を行っています。
また既存物質に関して安全性データを伴う登録の義務化
についても、事業内容に応じて現地法人との協働体制で
円滑な対応をしています。
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マテリアルバランス概要

環境マネジメントシステムの推進体制
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サステナビリティ推進会議

環境安全品質委員会
委員長：環境安全品質担当役員
事務局：環境推進部
役割   ：環境（化学品管理含む）、

安全、品質に関する

各事業所推進委員会（工場、研究、グループ会社）
委員長：各事業所長
事務局：各事業所主管部門
役割   ：環境（化学品管理含む）、

安全、品質に関する

環境・安全統括会議

議長：本社主管部門長
役割：本社／各事業所主管
 部門の状況報告、
 重点課題に対する協議

企業倫理委員会

リスク管理委員会

サステナビリティ委員会

事業所計画の策定
事業所活動の推進
事業所実績評価と重点課題の摘出
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全社方針、計画の策定と展開
全社実績評価と重点課題の摘出
社内外への情報公開の検討
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https://www.jsr.co.jp/sustainability/environment/reduction.shtml
詳細は、サステナビリティサイトの「環境」パートをご参照ください。
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